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5 月 23 日のスポーツフェスティバルには、こどもたちに温かなご声援を送っていただきありが

とうございました。当日までも体調管理や準備、励ましの言葉など、ご家庭でもしっか支えてくださ

ったおかげで、こどもたちは素晴らしい力を発揮してくれました。このスポーツフェスティバルで

学んだ様々な力をこれからの生活に活かしてほしいと思います。また、当日保護者駐車場のお世話

をしてくださった PTA役員の皆様、大変お世話になりました。 

今後とも教育活動へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学びあう子  ●支えあう子  ●やり抜く子 

第３号 
福山市立駅家西小学校 

2026年（令和8年）6月２日 

  

「こころの相談室（体罰・セクシャルハラスメント・いじめ防止相談窓口）」 場所：保健室・会議室・職員室 担当者：内野・北川耀・前田・松谷 

 1 こどもたちが進んで行動し「よりよい学校」へ 

スポーツフェスティバルが終わってすぐの全校集会で、朝のあいさつロード（挨拶運動）に

また参加してほしいと、児童委員が全校に呼びかけました。さっそくその後、あいさつロード

には多くの姿が。 

また、朝、6 年生が玄関掃除をしてくれていました。昨年度はなかった姿です。委員会の仕

事だと教えてくれましたが、きっと自分たちで、いつ、どこを掃除するとよいのかを考えてく

れたのだと思います。こどもたち自らが「自分たちの学校の玄関」を美しく。場がとても清々

しく、きっと来校者も「よい学校だな」と思ってもらえることでしょう。 

     

2 こどもたちの「行動」が大人を動かす「力」に！ 

昨年度 3 学期、4 年生（現 5 年生）がプルタブを集めて車椅子に、という運動を行いまし

た。呼びかけからわずかで、家庭から地域から、本当にたくさんのプルタブをいただきました。

3 月でいったん呼びかけは終わっていたのですが、まだまだ交流館にも持ってきていただいて

います。ありがとうございます。（またいただきにまいります。） 

学校でプルタブを集めているという話を、勤務先で話してくださった保護者の方がいらっし

ゃいました。するとなんと、その活動を昔からご存じの方が 20年以上もコツコツと集めてい

らっしゃったプルタブをぜひ役に立ててください、と届けてくださいました。こどもたちも大

感激です。 

こどもたちの「行動」は決して小さなものではありません。 

大人の心を動かし、また多くの人の心を動かし、世の中を 

変えていく原動力になっていくでしょう。そんな学びを 

これからも学校で共に考え支えていきたいと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 お願い 】 

不要になった琴があれば小学校にお譲りください。 

駅家西小学校には琴クラブがあり、日常的に琴に親しんでいます。毎年、リーデンローズでの琴ま

つりや学習発表会で練習の成果を披露しています。また６年生も毎年、室町体験活動で琴と能の体

験学習を行っており、１２月のあい音楽祭に琴の演奏発表も行います。しかし長年使ってきたこと

で琴もだんだん古くなり、数もぎりぎり使える面数になっていっております。 

そこで、地域やご家庭で、小学校に譲ってもよいと思われる琴がありましたら、小学校までご連絡

していただければ助かります。どうぞよろしくお願いします。窓口：教頭（９７６－２７７８） 

 

6月に入りました。6年生のこどもたちと話す中で「もうスポフェスが終わってしまった・・・さみし

いな」という声。全てが「小学校生活最後の」という冠がつく 6年生。 

私もたくましく成長していく姿を喜びつつも、すでにしみじみと感じて・・・それくらい 6年生を筆頭

に、充実した姿をみせてくれているこどもたちです。 

 

【 4月 始業式でのこども達へのメッセージの実際は・・・・ 】 

１ 粘り強くチャレンジしよう 

 ①スポーツフェスティバルの練習を学校でも家でも何度も練習した姿！だからこそ、あの素敵な本番の

発表につながりました！ 

 ②（先生に励まされたのもあって）苦手な問題にもチャレンジ！どんどん勉強ができるようになってき

た子のことも聞きました。 

 

２ 気持ちのよい挨拶をしよう 

 ①スポフェスが終わって、また「あいさつロード」の 

  再会です。6年生の児童委員が北門、南門に 

  分かれて立ってくれて、一緒に有志の児童も 

  参加。低学年～6年生と幅広い挨拶が戻って 

  きました！嬉しい限りです。 （雨の日は安全のため、お休みです。） 

 ②学校内でもよくあいさつをしてくれるこどもたち。 

 ★地域やご家庭で、もっと挨拶が増えるとよいですね。 

        「挨拶は心と心をつなぐリボン」   という言葉があります。 

         

  毎月 10日は、地域の挨拶運動の日、17日は PTAの挨拶運動の日です。その日はいつもより意識

して、まずは大人から挨拶をし、こどもたちに「心」をつなぐ姿を身に付けさせていきましょう。 

 

３ 人の「よいところ見つけ名人」になろう 

「～ちゃん、イラストうまいよね」などと素直に言えるこどもたち。また、ある保護者の方は、日々登

校班で、粘り強く、優しく低学年を連れてきてくれる 6 年生の姿のすばらしさを連絡帳に書いて教えて

くださいました。そういった「相手を認めるあたたかな言葉」が柔らかな人間関係力を育みます。また、

一つの姿も「見方」を変えると素敵な姿に。 

（例）がんこだな！ → 強い信念があるぞ！ 

   おしゃべりだなあ！ → 高い発言力がある！ 

ぜひポジティブに捉え個性を強みにしていきましょう。 

（6月 文責：校長 池田明子） 

  

 

 

 


